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１ 主要な作型及び病害虫の発病・加害時期 
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２ 主要病害虫別防除方法 

 農薬による防除については、栽培ステージ、病害虫の発生状況等に応じて、散布、潅注、土壌消毒などを行う。 

なお、農薬による防除の際は、農薬登録内容や使用上の注意等を遵守して実施する。 

（農林水産省農薬登録情報提供システム https://pesticide.maff.go.jp/） 

病害虫名 
（病原体） 

農薬によらない防除 

白絹病 
(Sclerotiu-
m) 

①排水を良好にする。 
②酸性土壌では消石灰を施用する。 
③発病株は見つけ次第除去しする。④収穫残さは集めて適切に処分する。菌核を形成している場合は、地表の土壌とと
もに取り除き、土中深く埋める。 
【参考事項】 
 高温時に発生しやすい。 
 酸性土壌で発生しやすい。 
 ニンジン以外にも多くの作物に寄生する。 
 菌核は土壌中で５～６年生存する。 

根腐病 
(Rhizocton-
ia) 

①連作を避ける。特に前年多発したほ場では連作しない。 
②常発地では３年以上の輪作を行う。ただし、ゴボウ、ジャガイモ、ヤマノイモ、イチゴ、レタス、ホウレンソウなど
は輪作作物から除外した方がよい。 
③低湿地での作付けは避け、ほ場の排水を良好にする。 
④発病株を除去する。 
⑤収穫が遅れると被害が増大するので、適期に収穫する。特に夏どりの作型では注意する。 
【参考事項】 
 春播き夏どりの作型に発生が多い。 

黒葉枯病 
(Alternari-
a) 

①連作を避け、他作物との３年以上の輪作をする。 
②無病種子を用いる。 
③低湿地での作付けを避け、ほ場の排水を良好にする。 
④肥切れさせない。 
⑤収穫後に茎葉を集めて処分する。 
【参考事項】 
 高温時に多発し、発芽不良の原因となる。 
 病原菌は被害植物に付着して長く生存し、また、種子にも付着して種子伝染する。 
 
 
 
 
 
 
 

キアゲハ 幼虫を見つけたら捕殺する。 
【参考事項】 
 ５月、７月及び秋口に発生が多い。セルリー、パセリも食害する。 

センチュウ
類（ネコブセ
ンチュウ、ネ
グサレセン
チュウ） 

①対抗植物と輪作するか前作に対抗植物を栽培する。 
ネコブセンチュウにはギニアグラス、クロタラリア スペクタビリス、マリーゴールドなどが有効。 
ネグサレセンチュウにはハブソウ、マリーゴールド、ルドベキアなどが有効。 
②太陽熱消毒を行う（土壌病害虫の防除法の項参照）。 
③有機物を施用する。 
【参考事項】 
 ニンジンではネコブセンチュウ、ネグサレセンチュウによる被害が大きい。ニンジンのキタネグサレセンチュウ寄生
による被害として、長根型品種では根の先端が切れたような寸詰まり奇形や先端の細根の叢生が、短根型品種では表皮
に微少な縦の裂開や、その腐敗した黒変斑が認められる。 
  対抗植物を栽培する場合は根量を十分確保することが効果を高めるポイントであるので、十分な栽培期間を確保す
る。また、対抗植物は品種・系統により効果に大きな差があるので、効果の高い品種を選定する。 
 有機物を施用すると、土壌中の生物相が豊かになり、センチュウ類の天敵も増加するため、相対的に有害土壌線虫の
密度が減少する。 

  

発病株 
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